




































































































部署名 単位部署 部庭長 部長 課長 職員 合計
1 1
管理運営部 管理運用課 1 1 1 3
収書課 1 1 4 6
司書部
整理課 1 9 10
貸出i課 1 1 3 5
参考閲覧課 1 9 10





電算部 電算開発課 1 1 3 5







































































































2学期 2回（22名） 9回（270名） 2回（200名）13回（492名）
合計 44回（1，650名）16回（774名） 4回（900名）64回（3，324名）
12　その他
（1）携帯電話無料充電器
　韓国はIT先進国と言われているが、大学の中のあらゆる建物の中に無
59
料の携帯電話充電器がある。図書館の中にまで携帯電話充電器が設置され
ているのには驚いた。
携帯電話充電器
（2）図書の館外貸出冊数
　中央図書館の館外貸出冊数は2005年度で87万1277冊であった。学生数
37，500名で単純に割って計算すると、年間一人当たり約23冊の計算にな
る。実際には学部ごとに図書館があるので、館外貸出冊数はもっと多くな
ると思われる。
60
中央図書館館内に設置されている図書返納箱
（4つもあるのにいっぱいになってしまうこともあるという。）
図書貸出カウンター
（3）インターネット端末利用室
　インターネット端末の使用制限時間は一人60分と決まっている。使用し
始めるとカウントダウンが始まる。利用待ちの学生が常に10～20人は並ん
でいる。
61
制限時間60分。現在端末を利用している人の残り時間が一目
で分かるようになっている。
（4）除籍図書
　書庫スペースの確保、図書の除籍はどこの図書館でも大きな課題の一つ
であり、ここも例外ではない。
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曝：：＝二’一｝
除籍待ちの図書
（5）120周年記念学術情報館（建設中）
　現在、120周年記念学術情報館を建設中である。場所は中央図書館の裏
である。2008年5月には工事終了予定。
建設中の120周年記念学術情報館
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13　終わりに
　延世大学校への短期留学というまたとない機会をいただき、我ながらよ
くやったと思える程学習できたことは、筆者の人生の中で宝物になるよう
な貴重な体験であり、本当に有意義であった。そして、留学生活の中で一
利用者として図書館を利用したことで、今までとは違った“利用者の目”
で図書館を見ることが可能になり、その意味でも筆者にとってはとても意
義があったと思う。
　また、延世大学校中央図書館を見学し外国の大学図書館がどのように運
営されているのかを知ったことで、明治大学図書館を改めて違った視点で
見るきっかけとなり、大いに参考になった。
　今回、業務繁忙にもかかわらず3週間も快く研修に送り出してくださっ
た職場の方々に心から感謝申し上げます。
　また最後に、お忙しいなか3時間近くも図書館をど案内してくださった
薯筈畳旭層咽（ホン・チュンナン先生）に心より感謝いたします。
　叫里碧剋則，3　A1　7Uフ｝u｝ol王刈著暑魁期胡手忍菩吾岩想想唱刎剋
碧立呈そ｝入ト三唱月1：｝．
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